




ごとに設ける。家族と過ごす時間を増やすた

め、また、やりたいことにトライできる時間を確

保するためだ。

　合宿も毎年恒例。北欧のみならず日本各

地を巡り、楽しみながら学びを深める。その

行程にも余白を設け、詰め込みすぎない。町

を歩きながら感じた、“今、面白そうなところ”に

足を向ける。

　レア社が実践・提案する、自由で遊び心を

大切にする職場は今後増えていくだろう。事

実同社には、共創が求められる組織を中心に、

名のある企業や機関から相談や研修の依頼

がくる。価値創造は余白から始まることを、多

くの企業が気づき始めている。

遊び心≒余白が豊かな発想や創造性を生む。

仕事始めは毎年恒例の「新年大
対話会」から。その後、メンバーそ
れぞれの思いを書き初めにしてチ
ームで共有する。

ワークショップでは、初対面の参加
者同士が話しやすいよう、非日常
を演出するなど、遊び心を刺激する
さまざまな仕掛けが。
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